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○分析結果について「記者説明会」開催（平成 28 年 6 月）
　参加：読売新聞社、朝日新聞社、日本経済新聞社、時事通信社
○ NHK 報道局取材（平成 28 年 6 月）
→ 7 月 3 日（日）NHK ニュースで、「新卒社員　男女とも“家庭と仕事の両立”重視の傾向」
として放送
http://www.nwec.jp/jp/data/e3fd98f88a1c55990b1418c601ab9ff3.pdf
○日本経済新聞　平成 28 年 7 月 25 日朝刊　「“管理職めざす”女性 57％」として調査結果を
掲載
○東京新聞　平成 28 年 7 月 25 日朝刊　「“管理職目指す”女性 57％止まり」として調査結果
を掲載
○時事通信社発行『厚生福祉』に、分析結果を連載予定（平成 28 年 8 月～ 10 月）
２．調査概要　
１）調 査 対 象：調査協力企業 17 社に、平成 27 年に入社した新規学卒者（大学・院卒）
2137 人（女性 836 人、男性 1301 人）。この 17 社は、正社員が 3000 人
以上（10 社）、1000 人以上 2999 人以下（4 社）、800 人以上 999 人以下
（3 社）の大企業で、金融業 1 社、建設業 1 社、コンサルタント業 1 社、サー
ビス業 7 社、商社・卸業 1 社、通信・ソフト業 2 社、製造業 4 社（本社は、
東京 15 社、埼玉 1 社、大阪 1 社）。
２）調 査 方 法：WEB アンケート調査
３）回 答 数 ：1258 人（回答率　58.9％：女性 56.8％、男性 60.2％）
４）回答者の属性：女性 475 人（37.8％）、男性 783 人（62.2％）
　　　　　　　　　総合職（転勤あり・なし　含む）女性 424 人、男性 751 人






























■ あてはまる ■ どちらかというとあてはまる



















































































































































































































■ 急な残業もあるフルタイム　　　■ 残業のないフルタイム　　　■ 時間の融通がきくフルタイム




















女性 男性 女性 男性
■ あてはまる　　　　　　　　　　　　■ どちらかというとあてはまる








































　この結果は NHK 報道局からも注目され、７月３日（日）NHK ニュースで、「新卒社員　男女とも“家
庭と仕事の両立”重視の傾向」と題して放送されました。ニュースでは街角の声も紹介され、「いい傾
向だと思う」など、皆さん好意的でした。
　日本の長時間労働は世界的にも有名ですが、ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、政府・企業
でも様々な取組みがなされています。たとえば「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女
性活躍推進法）」の制定によって、労働者３０１人以上の大企業は、女性活躍推進に向けた行動計画を
はじめ、一月あたりの労働者の平均残業時間や年次有給休暇の取得率などを公表することとされました。
http://www.positive-ryouritsu.jp/positivedb/
　皆さんの回答は、メディアをはじめ様々な分野で注目され、社会を変える力となります。
　今年の「第二回調査」にも、ぜひご協力ください。よろしくお願い致します。
　お忙しいところ「男女の初期キャリア形成と活躍推進に関する調査」へのご協力ありがとうござい
ます。昨秋実施した調査では、新入社員が悩みながらも前向きに仕事に取り組んでいること、熱心に
勉強をしていること、そして男女ともにワーク・ライフ・バランスを重視して会社選びをしていたこ
とが明らかになりました。
　社会人としての基本を身につけた２年目は、「わかること」や「できること」が格段に増えてきて、
仕事の面白さに目覚めてくるときです。その際、指示されたことをただこなすだけではなく、「点」
をつなげて「線」や「面」にする、「現在」から「過去」を振り返り「未来」を見通すなど、どんど
ん視野を広げて、自分なりの「付加価値」をつけていきましょう。
　一方で、「こんなはずではなかった」「入社前のイメージと違った」と配属場所や与えられた業務に
落胆している人も少なからずいるかもしれません。「最初の仕事はくじ引きである」と言ったのは経
営学者のピーター・ドラッカーです。最初から華々しい業務に関わる人は少数派です。一見地味な仕
事にも意味があり、創意工夫の余地があります。「あなたらしさ」の発揮のチャンスは至るところに
あります。「やらされ感」と「やりがい」の差は紙一重なのです。先ずは目の前の仕事の「プロ」を
目指しましょう。地道な努力の積み重ねの先に「未来」が待っています。「偶然」を「必然」にする
のが人生なのです。
群馬県立女子大学　安齋　徹　
　28 年間の企業勤務では、営業・事務・企画・海外・秘書・
人事・研修など多岐にわたる業務を経験。平成 24 年に
大学教員に転身し、閉塞感を打破し未来を切り拓く元気
と勇気のある人材の育成に尽力中。
編集後記
「やらされ感」と「やりがい」の差は紙一重
